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結腸から下行結腺をこかけて最大径 12cm の巨大結腸を

認めた.

toxicmegaeolonと診断 し.駐中的左循環管理,呼

吸管理等を行いながら保存的に腸管通過障害の改善を図っ

たが奏功せず,同日夜に結腸減仕を目的に構行結腸ノ＼工

肝門遊説術を施行 した,さらに集中的な治療を続けたが

多臓器不全のため発症後約竣8時間で永眠された.

病理解剖所見は,横行結腸から下行結腸をこいたる拡張

および全層性の壊死がみられた.また結腸の神経渡が全

体的にまばらであった.

今回の症例は便通はコントロールされていたのだが,

急激な腸管通過障害で toxicmegacolonを発症 した.

発症前に既に megacolonや不可逆性の腸管運動の低下

があったのかもしれないが確認には至っていない.極め

て急激に推移 したため.迅速かつ集中的な治療が施行さ

れたものの改善せず不幸な転帰となった.精神科領域に

おいて toxicmegaCOIonの経験は乏 しく,またこれら

の点から今回の症例は予想困難な経過をたどった.

今回我々が示 したよp'lに精神科臨床iこ於し､ても toxic

meだaeOIonは極めてまれではあるが存在 し ひとたび

発生すると非常に救命が困難となる.挽パ薬の適切な使

用をはじめとした精神科薬の調節,下剤健周や生活指導

などでの日常の便通管理がこのような病態の予防に効果

的なのだろう.
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新潟大学医学部付属病院精神科では,コンサルテ-ショ

ソ･リエゾソ活動を続けているが,近年特に生体腎移植

のリエゾンサ-ビスの依癖が増加 している.

生体腎移植では,腎を提供するドナ-ど,現在透析率

のレシピエソトとが同時をこ泌尿器科に入院する,すると,

泌尿器科主治医が精神科 リエゾソ外来に術前の輝神状態

の評価と術後のフォロ-アップを依療する.

レシピエソトとドナ-那, リエゾン外来に来ると,そ

こで精神科医は二人に会し､.何故精神科医が面接するの
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かを説明し.精神状態ハ 一般的左面接に引き続いて,腎

移植術をうげることを決めた理数 ドナ--選択までの経

線,手術に伴うリスクについての認識,などについて確

認し 腎移植での問題点がないか否かを泌尿器科主治医

に報告 し,その後は平均週 1-2回往診 LA院率の不安

や不満を聴き,時には主治医や看護スタッフとも葦榛的

にカソファレソスの機会を得るようにしている.今回は

症例を検討 しつつ,生体腎移植での精神科 リエゾン活動

について,紹介した,

大部分の症例は何の問題もなく経過 し退院 してゆく.

最初はそのような症例を授示 した.

しかし症例の車には精神科的に問題が生ずることがあ

る.次にそうした症例を紹介しつつ生体腎移植での精神

科的問題点を抽出したところ,次の4点が明らかになっ

た.

(1) 移植決定までの経過の確認

(2) ドナーの選択と家族の協力態勢の確認

(3) リスクの認識の確認

(4) 移植後の生活の受容

(1) 移植決定までの経過の確認

腎不全という過酷な状況を受容するまでには, キ ュ--

ブラ･ロスの言う廉の作業の5つの段階がある賓だ｡つ

まり,① 否認 ･否定 ② 怒りや敵意 ③ 取引 ･探索 ④

悲哀 ･抑節 LS.),.受容 ･再生し.'15段階でjT'る.もしも初期

の段階で移植を決定 した場合,移植手術に対する理想化

が強過ぎて手術に付随する多くの困難が否認されること

が多いであろう.

(2) 家族の協力態勢の確認

生体腎移植での第2のポイソトは,誰がドナ-になる

かという問題を含めた家族内力動の確認である. ドナ-

が改まるに当っては,周囲からの圧力が全くなく熟考の

末自発的にドナ-として名乗りを上げてもらうことが理

想である.

(3) リスクの認識の確認

① 手術の有益性と手術をしないことの不利益性.②

手術の危険性と手術をしないことの有益性.① と② と

が同じ重さで議論された上で① が② を凌いでいる,ど

判断 した上での決断であることが必要となる.

(4)術後の受容の問題

最後をこ,(訂 レシピェソトが移植された腎臓をどうやっ

て受け入れてゆくか,そして, ② ドサ -が片腎の生活

をどうやって過ごしてゆ宅か,この2点を見守るのが退

院後のリエゾソの仕事である.


